H21 金曜4限　経済I　（竹野）


H21　経済I（シケ対：伊藤）
とりあえずテキスト（黄緑の表紙のやつ）読んで！
前半は読めば分かる系ですが、後半はまじめに考えないと分かんないかも・・・。テキスト読んでて分からなくなるのは、大体は用語の意味が分かんなくなるからなので、用語集という形で整理してみました。

分かりにくいとこだけまとめたから、必ずしも網羅的ではないので、基本はテキストで勉強してね。

ちなみに、（数字）は、テキストのページを示してます。
	均衡価格
	需要曲線と供給曲線が交わったところ。

完全競争市場では、市場価格はこの値になるとされる。

	消費者余剰（CS）
	消費者の「これなら買う」という価格と、実際の価格（均衡価格）の差（余剰：使わないで済んだお金）を人数の分布に応じて足し合わせたもの。

数値が高いほど、消費者全体の満足度が高い。

	生産者余剰（PS）
	生産者の「これなら作る」という価格と、実際の価格（均衡価格）の差（余剰：本来得たい額よりも多く得たお金）を、人数の分布に応じて足し合わせたもの。

数値が高いほど、生産者全体の満足度が高い。

	社会厚生水準
	消費者余剰＋生産者余剰＝社会全体の人間の満足度。
達成される均衡状態の善し悪しを決める指標。

数値が高いほど、「よい世の中」だとされる。

	完全競争市場
	均衡価格が成立する状態。6ページに詳しい解説あり。

	FOC
	ある関数の一時導関数がゼロになること。f’(x)=0

	SOC
	ある関数の二次導関数がゼロになること。f’’(x)=0

	連鎖律
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そういうものだと思って暗記。掛け算をしているわけではないらしい。(88~91)

また、z=f(x(t),y(t))のときに、
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となることも、連鎖律と呼ぶ。関係あるのか？(105)

	偏微分
	多変数関数について、ある変数についてのみ微分したもの。

全微分と区別して、
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（デルタ）で表す。

他の変数は固定して考え、計算上もただの定数として扱えばよい。

※ fx(x,y)は、f(x,y)をxについて偏微分したものを表す。(100)

	全微分
	多変数関数について、全ての変数について微分したもの。

全ての変数が、微小に増加したときの傾き。df(x,y,z…)と表す。
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 ←とにかくこれは超重要。

まず、全ての変数について偏微分したあと、まとめて全微分すればOK

df(x,y,z)のことを、（　）を省略してdfと表すことがあるので注意。(103)

	効用
	ある量だけ財を買ったときに得られる満足度のこと。高いほどよい。

	無差別曲線
	x1,x2平面において、ある消費計画(x1,x2)と同等に選好されている財の組み合わせの集合。曲線上のすべての選好は、得られる効用水準が等しい。

名前は、消費者にとって、どのプランでも満足度が同じ（＝無差別）という意味。

通常、u(x,y)=EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(―),u)の形で表される。（EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(―),u)という効用を得られる選好、という意味。）

※ちなみに、EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(―),u)など、上線で表された文字は、任意の数(≒定数)を表す。

右上に行くほど、得られる効用水準が高い無差別曲線になる。(149~155)

	効用関数
	ある消費計画x（財の買い方）と、それによって得られる効用を対応させたもの。

消費計画同士の選好順序は、効用関数の値の大小によって比較すればよい！

普通、u(x)の形で表される。

一般的に、非飽和の前提より、u’(x)>0であり、限界効用より、u’’(x)<0が成り立つ。

	非飽和の前提
	得る財は、多ければ多いほどいい、という前提。

	限界効用
	財の消費量を微小増加させたときに得られる効用。

財を渇望しているときには大きく、財が充分あるときには小さい。

ちなみに、「限界○○」という用語は、大体微分関係。

	予算制約式
	x1,x2平面において、予算の範囲を示した式。

y＝可処分所得、p1=財1の価格(price)　x1=財1を買う個数　としたときに、

y（使うお金）=p1x1(財１に費やすお金)＋p2x2(財2に費やすお金)

という直線の形で表される。

この直線より左下にある消費計画は予算が余ってしまい、この直線より右上にある消費計画は予算不足になる。（経済学では、予算は必ず使い切るものとして考える。）

なお、傾きは
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　となる。（146~148）

	効用最大化問題
	予算、財の価格を与えられたときに、最大の効用を得られる消費計画を求める問題。

予算制約式は動かせないので、無差別曲線を移動させ、接するときの効用の値を求めればよい。接させる意味は読めばなんとなくわかるはず。（162~164）

	限界代替率（MRS）
	無差別曲線上のある点での傾きの絶対値のこと。←注意！絶対正になる
ある消費計画においてx1を微小に（「限界」まで小さく）減らしたときに同じ効用を維持するためにはx2をどれだけ増やせば（「代替」にすれば）よいかという意味。

要するに無差別曲線の全微分の式の変形。

無差別曲線であるから効用は定数扱いなので、微分するとゼロ。よって
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となる。暗記しておくべき。(166)

	Cobb-Douglas型関数
	u(x1,x2)=x1αx21-αの形で表される無差別曲線。

実証分析によって導き出された関数であり、一次同次であることから、実際の消費者の嗜好をうまく表しているとされ、よく用いられる。（166~170）
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は、暗記してなおかつ自分で求められるようにしておいたほうがいいかも？



	一次同時関数
	入力を全てn倍すると、出力もn倍される関数のこと。このことは生産に当てはめれば当然のことであるので、リアリティがある。(171~172)

	Warlasの需要関数(x)

=Marshallの需要関数
	効用最大化問題の解。一般に、x1(p1,p2,y)の形で表される。

財の価格と予算を入力することによって、効用（関数）を最大化するために買うべき財の数(x1,x2)を求めることができる。接線の傾きを利用して求める。(178)

	Lagrangean乗数法
	制約付き最適化問題（難しい）を簡単に解く方法。（授業でも証明は省略した）

たとえば、変数をx,yとしたときに、

g(x,y)=tという制約式の中で、f(x,y)の値を最大(小)化するには、変数λを導入し、

A=f(x,y)+λ(g(x,y)－t)とおいて、

(Aをそれぞれの変数について偏微分した式)＝0を解くと条件を満たすx,yが求まる。

つまりこの場合は、


[image: image10.wmf]0

,

0

,

0

=

¶

¶

=

¶

¶

=

¶

¶

l

A

y

A

x

A

　　

　　


という3本の式を解けばよい。

レジュメの”Max”の下に書いてある文字は変数を表し、

”s.t.”は”subject to”（制約式）を表している。

λ（ラムダ）は、「シャドーインカム」と呼ばれ、「所得が増減したときの効用の変化」や、「財の価格が増減したときの限界効用の変化」を表す。（所得と、財の価格はあくまで相対的なものなので、これらは本質的に同じことである。たぶん。）ちなみに、最小化のときはλの代わりにμ（ミュー）を使うが、文字が違うだけである。

あくまで方程式を解くための道具だからやり方だけ覚えればOK。(179~184)

	間接効用関数(v)
	ある効用関数に関して、財の価格と所得が与えられたとき、消費者が得られる最高の効用を与える関数。一般に、v(p1,p2,y)の形で表される。

効用関数に、Warlasの需要関数を代入したもの。(190)

効用関数に、「↑効用最大化の解」を代入するんだから、効用が最大になるのは当然！

※予算が増えると最大効用は増え、財の価格が上がると最大効用は減る(191)

	支出最小化問題
	財の価格、任意の効用水準（「これくらい満足したい」）が与えられたときに、必要とされる最小所得水準を求める問題。無差別曲線（目標の効用水準の値）は固定されているので、予算制約式を動かして求める。(195~196)

	双対性
	効用最大化問題の解と支出最小化問題の解は一致する。

→どちらも「接する点」を求めているのだから当然！

これも、Lagrangean乗数法で解くことができる。

	Hicksの需要関数(h)
	支出最小化問題の解。一般にh1(p1,p2,u)の形で表される。

所得と、満たしたい効用を入力することによって、支出を最小化するために買うべき財の数(x1,x2)を求めることができる。接線の傾きを利用して求める。(199)

なお、「満たしたい効用」という概念自体は、実際上何の意味も持たない（「俺は今、効用100を満たしたい」とか思わない）ので、なんとなく概念的な式といえる。

	支出関数(e)
	ある効用関数に関して、財の価格と求める効用水準が与えられたとき、消費者が払わねばならない最低限の支出を与える関数。一般に、e(p1,p2,u)の形で表される。

効用関数に、Hicksの需要関数を代入したもの。(200)

効用関数に、「↑支出最小化の解」を代入するんだから、支出が最小になるのは当然！

ちなみに「expenditure」の”e”。

	双対性に関する恒等式
	(202)の解説。（図形的に。pは実際変化させないので、無視して考えてもＯＫ。）

e(p,v(p,y))=y　

→「可処分所得yの予算制約式に接する無差別曲線」の上のある消費計画の中で、支出を最小化するものの支出はyである。

v(p,e(p,u))=u

→「効用uを与える無差別曲線に接する予算制約式」の上にある消費計画の中で、効用を最大化するものの効用はuである。

(203)の解説。

x(p,y)≡h(p,v(p,y))

→「可処分所得yに対して、効用を最大化する消費計画」は、「【予算制約式yに接する無差別曲線】上の消費計画の中で支出を最小化する消費計画」と等しい。

h(p,u)≡x(p,e(p,u))

→「効用uを与える中で、支出が最小になる消費計画」は、「【効用uを得るために最低限の支出】を用いて効用を最大化する消費計画」と等しい。

※実際にグラフをイメージして考えると分かるけど、よくよく考えてみると本当に当たり前のことを言っているだけです。

	Slutsky Equation

(スルツキー方程式)


	財の値段が変化したときに需要がどのように変わるのかを求められる式。

微分の式自体は、連鎖律と全微分の応用。
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このとき、
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部分が代替効果といわれる。

つまり、財の価格が変化したときにhicksの需要関数（支出最小化の解）がどれだけ変化するかを表す。スライドの場合、x1の消費は増加し、x2の消費は減少する。
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部分が所得効果といわれる。

その後、所得が増加するわけではないので、（実質的に減少したようなものである）、x1、x2ともに消費は減少する。

スライドでは、xとして表記されているが、実際上は、x1、x2それぞれについて別々に考えるので注意。あんまり重要でない気がする…。(204~207)

	同次関数
	入力する変数が全てt倍されたときに出力がtk倍される関数をk次同次関数と呼ぶ。

１次同次関数は、実際の消費と効用の関係や、材料と生産量の関係とそぐうので、効用関数、生産関数のモデルとして使われる。

※先進国、途上国などの特殊な状況では、材料と製品の関係が実際に1次同時になるとは限らない。(209~210)

	限界生産性逓減
	入力するxは、投入する労力や人員の数。

ずっと作業をし続けていると作業効率は悪くなる。

工場の広さが同じで人を増やし続けても効果は小さくなってくる。など。(212)

	同次関数の性質
	(214)の解説。

3行目が左辺を微分したもの。4行目が右辺を微分したもの。

3行目とか特に省略が多いけど、連鎖律（105）と、
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に注意。

k次同次関数の微分は、k-1次同次関数である。

	相似拡大性
	(216~217)の解説。

原点からの直線はx2=ax1と表せる。このときx1が２倍されるときx2も必然的に２倍される。一時同次性を持つ効用関数の限界代替率（傾き）は0次同次なので、x2=ax1と交わるときの傾きは一定になる。

	等量線(Iso-Quants)
	生産関数に関して、生産量が等しくなるような要素投入量の組み合わせのこと。

これも相似拡大的である。

	限界効用・限界生産性の逓減
	(219~220)の解説。

つまり、多変数関数において、一つの変数だけを変化させていく（≒偏微分）と、効用（生産性）は逓減していく。つまり、工場の広さは一定で、従業員数だけ2倍にしても、生産量は2倍にならない。

しかし、全ての変数を同時に同じ割合だけ変化させる（≒全微分）と、効用（生産量）も同じ割合増加する。工場の面積と、従業員数をともに2倍にすると生産量も２倍になる（相似拡大的）。

でも、食べるご飯と味噌汁をともに2倍にしても、喜び（＝効用）は2倍にならない気がするのだが…。

	利潤最大化問題
	生産者が、得られる利潤を最大にする問題。一般的に利潤は

π=py－wxで表される。

ここで、

π…利潤(profit πは英語でいうところのp)

p…商品の価格(price)

y…作る（売れる）商品の数

w…生産要素に費やす単位あたりの要素価格（賃金・材料費など…）

x…生産要素（従業員数・材料の量など…）の投入量

であり、pyは収入、wxは費用を表し、収入から費用を引いたものが利潤である。

また、作れる商品の数は、投入する生産要素の量によって定まるため、

この関係をy=f(x)として表し、生産関数と呼ぶ。

π=py－wx にy=f(x)を代入すると、π=pf(x)－wxとなり、これを最大化すればよい。

なお、変数はxだけなので、ラグランジュ乗数法より、
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f’(x)=w/pのときに利潤は最大化される。(235~236)

また、利潤を表す式 π=py－wxを変形すると、
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この直線と、生産関数（曲線：逓減する）が接するとき、利潤は最大化される。(237)

	生産要素需要関数x*
	商品価格pと生産要素にかかるお金wが与えられたときに、利潤を最大化する要素投入量xを決める関数。これによって定められた投入量xをx*と表記する。(238)

	供給関数y*
	生産要素需要関数x*を生産関数に代入したもの。利潤を最大化する投入量を生産関数に代入したので、当然、利潤を最大化する生産量yが導かれ、y*と表記する。(238)

	最適値関数π*
	任意のp,wが与えられたときに企業が得られる最大の利潤。

当然、π=py－wxにy*とx*を代入すればよい。π*と表記する。

π*=py*－wx* ←非常に当たり前な話。

この式全体をpで偏微分すると供給関数が、wで偏微分すると生産要素需要関数の逆符号が表れる。(239)

	費用最小化問題
	ある一定量の製品を生産するにあたって、必要になる経費を最小化する問題。

これに関しても双対性が成り立っており、生産する製品の量が一定のとき、

利潤を最大化することと費用を最小化することは全く同じである。(244)

	費用関数（c）
	生産量yと投入する財の価格wが与えられたときに、費やさなければいけない費用（経費）の最小値を求める関数。上で書いた双対性により、このとき同時に利潤も最大化されている。(245)

	Leontief型関数
	z=min(ax,by)という形の関数。縦軸にy,横軸にxをとったとき、L字型になる。

スーツの上下などのように、2つで初めて効果があるものがこのようになる。例えば、スーツのジャケットが3枚、ズボンが5本あったとき、同時に使えるのは上下3セットなので、ズボン2枚はムダということになるから、両方3つあればよい。

このように、「L」の角の部分、すなわちax=byのときに最も効率がよくなる。

この関数は微分不可能なので、ラグランジュは使えないから、角を利用すればよい。

	完全競争市場
	以下の5つが満たされている市場。

１．生産者と消費者は価格に影響力を持たない。

２．無数の生産者と消費者が存在する。

３．商品は同一のものと考えられる。

４．消費者は製品についての全ての情報を持っている。

５．企業は市場に自由に参入・撤退できる。

実際には、１．の条件が最も大切であり、それ以下4つは１．を成り立たせるための付随的なものである。このような状況においてのみ、厚生経済の第1、第2定理（後述）が成り立つ。とりあえず全て暗記。去年の試験に出てます。

実際には、3より、安価で大量生産が可能な商品市場が当てはまり、例えばトイレットペーパーやハブラシなどの市場はある程度近いと考えられていたが、それぞれの企業が差別化を図っている現代ではこのような市場はほぼ無いと言ってよい。

経済学において数学的思考を可能にするための前提である。

	供給曲線
	（251）の解説。

完全競争市場の条件１．より、企業は商品価格ｐを左右できない（とする）。

よって、このとき企業が決められるのは生産量ｙのみである。（生産量ｙさえ定めれば、その際に利潤を最大化するｘは自ずと定まる。cf.利潤最大化問題）

つまり、yを変化させて、π=py－c(y)を最大化させればよい。

（pyは利潤、c(y)は費用関数によって最小化された費用）

なお常識的に、多くの製品を作るほうが多くの費用が必要となる。→c’(y)>0
また、多く製品を作るほど、製品一つあたりにかかるコストは上昇する。（生産効率の逓減。いっぱい作ると作業効率は悪くなってくる。）→c’’(y)>0
これらが予想されるが、実際に微分してみると正しいことが分かる。（つづく）

	限界費用　c’(y)　MC
	費用関数c(y)を一回微分したもの。つまり、生産量を微小に増やしたときに、増加するコスト。企業は、限界費用＝市場価格(p=c’(y))となる点まで生産を続ける。

例えば、市場価格10円のうまい棒を一本作るのに、8円かかる状況とすると、一本あたり2円の儲けが出る状態なので、企業はうまい棒を作り続ける。しかし、生産効率は逓減するため、いっぱい作っていくと生産効率は低下していき、（c’’(y)>0）あるとき、一本作るのに市場価格と同じ10円がかかるようになる。すると、もうこれ以上作っても儲けがないので、生産はストップする。企業が生産する製品の量はこのようにして決まる。

直訳して、Marginal Cost(MC)とも表記する。(251)

	供給曲線（つづき）
	うまい棒の例で分かるように、企業がどれだけ製品を作るかは、その製品の市場価格に依存する。そこで、yをpの関数と見てy(p)と表す。

限界費用と市場価格は一致するため、p=c’(y(p))と表せる。（コレが供給曲線。）

これを両辺pについて微分して、いじると、y’(p)>0となる。つまり供給曲線は→上がりとなる。（市場価格が上がると、企業の生産量も増える。うまい棒の例で明らか。）

	可変費用　cv(y)
	生産量に応じて変化する費用。人件費など。cv(y)と表す。

総費用は、可変費用と固定費用の和。(cv(y)+F)    (253)

	固定費用　F
	生産量がゼロでも発生する費用。つまり、起業の際に払った初期投資など。

英語で言うとSunk Cost：沈んだコスト＝すでに払ってしまったコスト。(253)

	平均可変費用(AVC)
	企業が製品を生産する条件は、

生産したときの利益＞生産しないとき（開店休業）のときの利益
となるときである。当たり前です。

この不等式を変形すると、この条件は、
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のことを、平均可変費用（AVC）と呼ぶ。

この式の意味は、生産一単位あたりにかかる可変費用なので、まさに名前の通りである。さらに、（市場価格＞一台生産するのにかかる可変費用）ならば、商品を生産するというのも、当たり前である。(254)

（10円＞うまい棒一本作るのにかかる費用なら、うまい棒を生産するということ。）

	企業の供給曲線
	(255)の解説。

企業が製品を生産するのは、AVCよりも市場価格が高い（上にある）ときである。というのは上でも書いた。AVCよりも下だと当然損失になるので。

太線になっているのは、c’(y)すなわち、限界費用。このとき利潤が最大化される。

限界費用曲線はAVCの最小値を通過するというのは、(256)の説明の通り。商の微分を利用する。ちなみに、計算してみると分かるが、限界費用曲線は、平均総費用ACの最小値も通過する。（これは下の実例で解説する。）

	市場の供給
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 (257)の解説。今まで見てきたことの例題。

グラフ（左図）をみると分かりやすい。

c(y)=y2+1というのは、確かにc’(y)>0 ,c’’(y)>0を満たしているので、費用関数として適当である。

また、yによって変動するy2の部分が、可変費用であり、yの値に関係ない1の部分（定数：切片）が固定費用ということになる。
MC（限界費用）は、費用関数をyで微分したものなので、(y2+1)’=2y
AVC（平均可変費用）は、可変費用をyで割ったものなので、y2/y=y
AC（平均総費用）は、総費用をyで割ったものなので、y2+1/y=y+(1/y)
となる。AVCが最小をとるのは、(y,p)=(0,0)であり、ACが最小をとるのは、相加相乗平均より、(1,2)のときである。確かにこれらはMC上を通っている。
つまり、企業は、p=2yを満たしながら生産を行うことがわかった。これを別の視点から見ると、y(p)=p/2である。

小文字のyが、企業それぞれの生産を表すのに対し、大文字のYは、市場全体での生産を表す。（市場の供給）今のところ、どの企業も同じだけ生産をすると考えられるので、市場にn個の企業があるとするならば、Y(p)=np/2となる。

同様にこれを捉えなおすと、p(Y)=2Y/nとなる。

	長期の参入・撤退
	(260)~(264)の解説

ATCは、”Average Total Cost”＝生産にかかる総費用（可変＋固定）である。

(260)で、塗りつぶされている長方形は、企業の利益(π)を表す。

長方形の縦の長さ（C’(Y1)－ATC）は、（価格－コスト）、つまり商品一つあたりの利益であり、横の長さY1は生産量なので、その積が企業の全体の利益(π)である。

上の、p(Y)=2Y/nから考えて、n（企業数）が増加すると、p（価格）は減少する。

それと同時に、C(Y)のグラフを参照すると分かるように、生産量Yも減少する。

すると、企業の利益π（長方形の面積）は減少していく。(262)つまり、企業数が増加すると、企業の利益はどんどん減っていき、最終的には企業の利潤はゼロになり、この時点で企業の参入はストップする。これを均衡という。(263)

なお、「企業の利潤ゼロ」というのは、従業員の給料や生産費を払い終わった段階で資金が使い切られる（経営がある程度うまくいっている）状態なので、企業が倒産したりはしない。

仮にこれ以上企業が参入すると、商品価格が限界費用を下回る（原価割れ）状態になるため、生産は行われない。つまり、このときの価格が、市場に出回る最低水準の価格となる。（均衡価格）

	準線形型効用関数(U)
	U(x,y)=u(x)+yとして表される効用関数。

yは、「ｘ以外の全ての財」と考え、買った分だけ効用が上昇するとする。かなり乱暴な前提のように見えるが、役立つ考え方である。

なお、最大化問題を解くにあたって、ｙ財の価格は１とする。例えば、x財は1000円、y財は100円だとする場合と、x財は10ドル、y財は１ドルとした場合では、事実上違いはないということが分かるだろう。

この値を最大化しようとすると、一階条件より、u’(x)=p（限界効用＝消費価格）のときに効用は最大になることがわかる。限界効用とは、「購入するxを微小に増加させたときに増加する効用」のことであった。つまり、うまい棒をあと一本買ったときに満足度はどれくらい上がるかということである。これが消費価格と一致するということは、うまい棒1本を買ったときの満足度が10円に見合うということである。

ところで、経済学上の消費者は、最も合理的な選択をするのであった。したがって、ここでのxは、x(p)というwarlasの需要関数と考えてもよい。

CS（消費者余剰）は、(275)でいう、塗りつぶした三角形の面積であった。個の面積を求めるときに、積分を利用する。つまり、u’(x)をxについて積分するわけだから、u(x)が表れる。したがって、CSはまさに、数学的に言っても消費者の最大化された効用であることが分かる！PSも同様に積分で求められる！

（この辺、ちょっと適当ですが、読めば大体分かると思います。）(266~285)

	代表的代理人
(Representative) Agent
	ある社会を代表するような存在。平均的な人を一人抽出するのではなく、一人が社会全体であるということ。無人島で一人で自給自足の生活をする人のイメージ。

自分の意志だけで生産、消費を行うことができるので、ベストな計画を選択することにより、その社会での社会厚生水準を最大化することができる。(288)
このAgentは準線形型効用関数を持ちこれにより効用が表される。また、同時に生産も行うが、生産については、富Wを利用し、x財・y財を生産するので、xについての費用関数をcとすると、W＝c(x)+yと表される。

この条件のもとで効用を最大化するには、生産に関しての式を効用関数に代入すれば簡単で、xを変化させることでu(x)+W-c(x)を最大化すればよい。

これは、一階条件(FOC)を用いればよく、このときu’(x)=c’(x)となる。

これは何を意味するかというと、限界効用＝限界費用であり、要するに、商品一つを作るのにかかるコストが、その商品一つで満たされる効用と等価値になるときに、結果的に効用が最大化されるということである。(289~291)
ところで、完全競争市場においては、TS＝CS+PSであるから、(275)(282)で求めた二式を足すことで数学的にTSが求まる。積分は微分の逆演算であることを考慮にいれると、TS=u(x)-c(x)となり、これを最大化するには当然一階条件を用いる、つまりxで微分すればよく、このときu’(x)=c’(x)となる。

しかも、完全競争市場では、u’(x)=p,c’(x)=pが勝手に達成されるので、この一回条件は必然的に満たされることになる。(292~293)

これはつまり、代表的代理人が頑張って効用を最大化したときと同じ結果が、完全競争市場では勝手に達成されるということであり、完全競争市場のすばらしさはこの点にあると言うことができる。(294)

	不完全競争市場
	完全競争が達成されていない市場。実際の市場はほとんどこれである。完全競争市場というのは、一つ目の条件、つまり価格を企業が消費者が左右できないという条件が成立させるためのものであった。しかし、独占（１社による）、複占（２社による）、寡占（３以上の少数による）、カルテルなどによって、この条件が消えるとどうなるのかを以降で考えていく。

	独占
	独占状態では、企業が商品価格を、生産量yに応じて自由に変化させることができる。つまりpは生産量yによる関数となり、p(y)と表す。（一応市場原理が働くので、商品をたくさん作りすぎると売れなくなるので価格は下げざるをえない。p’(y)<0）
完全競争市場のように価格が市場で決まるのであれば、企業は限界費用＝価格のラインで商品を作るだけでよかったが、このような場合には、生産量を増やすことでかえって価格が下がり、薄利多売で利益が減少してしまうことも考えられるため、企業の生産は難しくなる。（弾力性によって決まる）

ここで、企業の利潤は、価格×生産量なので、p(y)yとなり、企業の利潤はp(y)y-c(y)と表せる。これを最大化するためには当然yで微分すればよい。

このとき、積の微分の公式よりp(y)+p’(y)-c(y)=0となる。(297~298)

（これ以降、p(y)をp、c(y)をcと表します。）

	弾力性（ε）
	独占状態などで、企業がどのくらい生産をすると利益が最大化されるかの基準。

ε＝
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で定義される。（εはイプシロンと読む。必ず負の数。）

つまり、（pの変化率）/（yの変化率）である。

これの絶対値が１より大きいときは弾力的（生産量が増えると一つあたりの価格が大幅ダウン→作るほど損する）、１より小さいときは、非弾力的（生産量が増えても価格はあまり下がらない→もうちょっと作っても利益は増える）となる。(299~300)

	独占（つづき）
	独占状態においては、FOCより限界費用（＝限界利潤）がp’yの分だけ小さくなるため、完全競争のときよりも価格が高くなり、必然的に生産量は減少する。結果的に企業はより多くの純利益を得ることとなる。

ちなみに、独占状態での価格から、完全競争市場において定まるはずだった価格を引いた値をマークアップ（独占することによって得られた利益）と呼ぶ。

また、社会厚生水準について考えてみる。

代表的代理人の項でみたように、社会厚生水準はu’(x)=c’(x)が満たされるときに最大化される。しかし、独占状態の一階条件を変形すると、u’(y)-c(y)=-p’y（マイナス）となるため、社会厚生水準は最大でないことがわかる。つまり、企業が自由に価格を定められることにより、社会厚生水準は下がってしまうことになる。(301~309)

	ゲーム理論
	複数の主体が戦略的に意思決定を行う場合の分析を目的とする学問領域。
独占では単独の企業が自由に商品価格を定めることができたが、企業が複数になると、企業は相手の出方によって価格を変更することになる。このような場合には駆け引きが存在するため、ゲーム理論によるモデル化が必要となる。あとはレジュメを読めば概要はつかめます。共有知識に関しては、ここではあまり重要ではないが、複雑なゲームにおいては、知識の共有が非常に重要な役割を果たすことがある。(312~314)

	囚人のジレンマ
	有名なゲーム理論の問題。

レジュメ(315)の表は間違ってるので注意。左下の(-3,0)が、正しくは(0,-3)です。(316)は正しい。

概要を説明する。刑事に捕まった容疑者AとBの二人。彼らは別々の部屋におかれ、自白を促される。そのときの条件が以下。

・二人とも自白すれば、罪は二人とも懲役２年。

・片方だけ自白した場合、自白した方は懲役なし、自白しなかった方は懲役３年。

・二人とも自白しなかった場合、証拠不十分で二人とも懲役１年。

この条件のもと、自分がAだったと考えてみる。もしBが自白していた場合、自分が自白すると懲役２年、自白しなければ懲役３年。よって自白した方がいいことになる。一方、Bが自白していなかった場合、自分が自白すると懲役なし、自分が自白しないと懲役１年。よって自白したほうがいいことになる。つまり、Bがどうしようと自分にとっては自白した方が得なのだから、Aは必ず自白する。同様な考えでBも必ず自白して、二人とも自白してしまい、結果懲役は二人とも２年。二人とも黙秘しておけば二人とも１年になったはずなのに・・・というジレンマ。

この場合の自白のように、相手の挙動に関わらず自分の利益が大きくなる選択を支配戦略と呼ぶ。また、すべてのプレイヤーが支配戦略を選択している状態を支配戦略均衡と呼ぶ。(315~316)

	ナッシュ均衡
	ゲームにおいて、どのプレイヤーが戦略を変更しても、そのプレイヤーにとっての利得が減少してしまう状態。上の囚人のジレンマの（自白，自白）がよい例。

例えていうと、なるべく低い地点に行けばいいっていうゲームがあったとして、窪みにはまった状態。甲府盆地よりも低い地点は日本にいくらでもあるけど、一応盆地になっているからそこから動くことはできない（均衡）、みたいな。

あるゲームにおいて基本的には一つであるが、二つ以上のナッシュ均衡が存在するゲームもある。(317)

	クールノー競争
	同様の製品yを生産し競争する二つの企業による競争のモデル。どちらの企業も、生産量を変化させることで利益を最大かしようとする。自らの利益を最大化するためには市場価格が決まればよく、市場価格は二つの企業の生産量の和で定まるわけだから、まず相手の生産量を知らないと自らの利益を最大化することはできない。つまり、企業の最適値関数（どれだけ生産すると利潤は最大かされるか）はもう一方の企業の生産量によって決まる。（関数である）(319~321)

企業１の視点に立って、
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を求める。すなわち、相手企業が生産量を微小に増加させたときに自分の企業の最適な生産量は増加するかどうかを調べる。計算すると、分母の部分はSOCによって負であるから（極大をとる条件＝凸関数）、分子の正負によることが分かる。Sign関数は、入力が正であるか負であるかを出力する関数。

p’<0は前提として当然であるから、p’’<0が成立するなら、
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<0となる。(322~324)

	ベルトラン競争
	二企業による競争のモデル。クールノー競争では、企業は生産量を変化させたのに対して、このベルトラン競争では、企業は価格を変化させることによって競争する。

経済学の仮定では、消費者は合理的であるため、同等の製品に値段の差があれば、必ず安い方を購入する。（独占になる。）そのため、相手の企業よりも高い価格を設定している企業は、価格を相手より安く設定し、独占状態を奪おうとする。これを繰り返すと、企業は損失にならないギリギリのライン（限界費用）まで価格を低下させ、市場を二分する。これはクールノー競争とは異なった結果である。(331~333)

ところで、実際の市場では全く同じ製品ということはあり得ないため、不完全代替品を考える。要するに、似たような用途で、値段や性能に差がある二つの商品である。(332)の関数においては、aが製品のもともとの性能による差を表し、-bは、その製品の価格が上昇したときにその製品の需要が低下すること、cは、相手の製品の価格が上昇したときに自社の製品の需要が上昇することを表している。

この関数を用いて最大化問題を解く。当然、企業の価格関数は、相手企業の価格の関数になっているわけで、つまり、最大化問題の一階条件が同時に満たされるときに両者とも利益が最大化しているということになる（均衡）つまりは、それぞれの一階条件の式を連立方程式として解けば均衡価格が求まる。(332~336)

	シュタッケルベルグ競争
	二企業による競争のモデル。基本的にはクールノー競争と同様に生産量を設定することで利潤の最大化を目指すが、クールノー競争では両者が計算を行ってスパっと一発で生産量を決めるのに対して、シュタッケルベルグ競争では片方の企業が生産量を決定し、それに応じてもう一方の企業が生産量を決定するステージゲームである。下で説明するBackward Inductionによって解く。

クールノー競争と似たような結果になりそうなものだが、実際に計算してみると、先に行動する方が圧倒的に多くの利潤を得られることがわかる。(337~343)

	Backward Induction
	ステージゲームにおける、最適解の求め方。

ゲーム理論においては、すべてのルールが互いに了解されているというのが前提なので、自分が決定をすると相手がどのように反応するかは、お互い理解している。

たとえば、夜神くんは、自分のそれぞれの行動に対してLくんがどのように反応するか（Lくんの最大化問題）を計算してから、自分の行動を決める。自分の行動の効果は相手の結果に依存するため、自分の行動の効果が最大になるものを選べる。(338)

[image: image24.png]





	談合
	二つ以上の企業が話し合って、協調すること。ここでは生産量について談合することを考えている。つまり、二つの企業の利潤の合計が最大になるようにする。このとき、企業は、競争を行うときよりも高い利益を得られるようになる。しかしながら、相手企業がその生産量の状態で、約束を破って生産量をさらに増加させると、談合状態よりも高い利益を得られることも分かる。仮にそのようなことをすると、相手企業との申し合わせは決裂し、それ以降はまた利益の低い競争状態に逆戻りすることが予想される。したがって、談合を破ると、一時的に高い利益を得て、それ以降はずっと低い利益を得ることになる。 (344~349)

	無限回繰り返しゲーム
	有限回繰り返しでは約束が守られないというのは明らかであるが、無限回繰り返しではどうなるのであろう。普通に考えれば、無限回やるのであればずっと談合していた方がよさそうなものであるが、銀行の存在を考えると話は変わってくる。

一年目にドカンと一気にぼろ儲けして、それをずっと銀行に預けて増やした方が、コツコツまあまあの額を稼ぎ続けるよりも得する可能性があるからだ。

ここで、割引現在値というものを考える。これは、お金が定期的に増える金融機関を考えたときに、数年後に得られる見込みのお金は現在時点でどれくらいの価値を持つかという概念である。つまり、毎年お金を２倍にしてくれる神のような銀行があったとして、現在1円持っているのと、来年に２円貰うのと、10年後に1024円貰うのは全く同じ価値を持つ。（感覚的にわかるよね）

これを考慮に入れた上で、無限回繰り返したときの割引現在値を比べれば談合を破るべきかどうかがわかる。つまり、利子の高い銀行があるならウソをついた方がよいし、どこも低金利なら談合でぬくぬくしたほうがよいということである(353~360)
(361)によると、これは金利ではなく、待つことへの選好として解釈することも可能らしいが、基本的に「合理的な」選択を行う主体を想定している経済学においてそのような選好を考えうるのかは不明である・・・。

	交換経済
	二人の消費者が一定量の財を分け合う経済のモデル。

エッジワースボックスのなかの任意の点はXYそれぞれの財の配分を表す。Aにとっては、点が左側に行くほどX財を多く配分されることになり、点が上側に行くほどY財が多く配分されることを表す。ということは、(152)あたりと同じことを表現しているわけで、無差別曲線が引ける。Bにとっては、右上の点を原点として、普通の効用関数の座標を180°回転させたものと考えられる。

ある点を選んだときに、ABどちらにも、その点を選んだときの効用は定まるため、それと同じ効用を与える点の集合である無差別曲線は必ず引ける。この2本の効用曲線が二点で交わる場合、その中の部分（pareto改善の余地）は明らかに両者にとってより高い効用を生み出す点である。したがって、そちらの部分にシフトすることは両者にとってメリットしかないため、必ず受け入れられる。これを繰り返すと無差別曲線は必ず1点で接するようになる。これをpareto均衡と呼ぶ。これ以降は、Aの効用を上げようとするとどうしてもBの効用は低下してしまう。(367)

	契約曲線
	エッジワースボックスにおいて、pareto均衡になっている点の集合。これ以外の部分ではpareto改善の余地があるため、社会的に最も好ましい配分は少なくともこの曲線上にあるが、この曲線上にあれば最も好ましい配分であるとは限らない。(375)

	厚生経済の第一定理
	完全競争市場の均衡はpareto効率的（両者の効用がともに良くなるような配分が存在しない状態）である。しかし上で述べたようにpareto効率的であっても社会的に最も望ましいとは限らない。これは完全競争市場に対する誤解の一つである。(377)

	厚生経済の第二定理
	任意のpareto効率的な配分は、完全競争市場のメカニズムと財の移動によって達成可能である。感覚的に理解できます。なお、pareto均衡点での効用曲線の傾きは為替レートを表す。つまり、財Aを一単位買うのに財Bが何単位必要かということである。要するに限界代替率と同じ。(379)

	公共財
	公共財は、市場が必ずしも供給しないが、消費者の効用を上昇させる。ただ乗りの問題とは、作るための金（税など）を払わずに利用する人がいるという事。つまり、集まったお金だけで供給量を決定すると、本来必要な分よりも供給量が少なくなってしまうため、市場以外の仕組みが用いられる。(386)
※(368)~(395)は授業ではやらず、テストにも出ません。

	各国の価格水準
	これについてはまだ中途なので終わってからまとめます！
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